
令和８年度 第１回学校運営協議会議事録 

 

さいたま市立川通中学校  

 

１ 日 時 令和８年５月２８日（木）１３：５０～１５：２０ 

 

２ 場 所 川通中学校会議室 

 

３ 出席者 会 長  

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

      委 員 

                     

川越 皆輝   （研究主任） 

桑原 渉    （生徒指導主任） 

田口 祐子   （さわやか相談員）   

  欠席者 委 員 

 

４ 次第  

 （１）校長挨拶 

（２）令和８年度 学校運営協議会委員の委嘱状交付・自己紹介 

 （３）会長選出・会長挨拶 

 （４）令和８年度 学校運営に関する基本的な方針等の説明 

①学校経営方針・学校自己評価システムシート（校長）                 

②川通中学校 業務量管理・健康確保措置実施計画（案）（校長）           

③組織の編成・学校配当予算の執行計画・施設・設備修繕等（教頭）         

④市学校総合体育大会について（教頭） 

⑤教育課程及び年間行事等の計画について（教務主任） 

    ⑥川通中学校いじめ防止基本方針及び生徒指導について（生徒指導主任） 

   ⑦教育相談及び相談室・Solaるーむについて（さわやか相談員） 

⑧創立８０周年記念行事について（教頭） 

⑨チャレンジスクールについて（学校地域連携コーディネーター）  

⑩川通中学校ボランティア登録制度について（学校地域連携コーディネーター） 

 １ 平田 あつし 東岩槻連合自治会顧問 

 ２ 井原 勇司 川通地区自治会連合会長・長宮自治会長 

 ３ 渡邉 美佐子 民生児童委員 

 ４ 輪島 泉 主任児童委員 

 ５ 木下 由美 川通中学校 チャレンジスクール実行委員長 

 ６ 安藤 孝吏 ふれあいプラザいわつき館長 

 ７ 田中 久美子 バンビ保育園園長 

 ８ 葉抱 敬介 川通小学校 校長 

 ９ 伊藤 さおり 上里小学校 校長 

１０ 牧内 香里 川通中学校 ＰＴＡ顧問 

１１ 佐々木 志帆 川通中学校 ＰＴＡ会長 

１２ 鈴木 純 川通中学校 校長 

１３ 山口 祐貴子 川通中学校 教頭 

１４ 春山 悟 川通中学校 学校地域連携コーディネーター 

１ 六沢 純光 常源寺住職 



 ５ 熟議 

 （１）学校研究課題及び研究委嘱について（研究主任） 

 （２）熟議「令和８年度 地域一体型のキャリア教育を通して、子どもたちに育みたい

基礎的・汎用的能力」 

    ①地域の願いや期待 

 ②基礎的・汎用的能力を育むための地域・家庭・学校での具体的な協働場面 

 【主な意見】 

  ・「地域」が大きなキーワードとなっていることを感じ、「地域から学校へ」「学

校から地域へ」をスローガンとして掲げ、学校経営を行っている。「地域から学

校へ」はこれまで行えてきたと感じているが、「学校から地域へ」では、小学生

が地域へ飛び出して行けたかと自問すると、できていないと考えていた。しかし、

八坂校長先生から、「学校から地域へ」は、中学校世代の子が取り組んでいる内

容だとの話を受けて、９年間の大きなビジョンの中で、「地域から学校へ」は主

に小学校が中心となって取り組み、「学校から地域へ」は主に中学校が中心とな

って取り組むといった役割分担をしながら、地域との関わり合いを持ち、地域で

育んだ力が将来ベースとなって、今後の人生の中で大きな力となるのではないか。 

  ・昨年度、中学生が自治会館を訪れ、自治会長たちに「なんで自治会長になったん

ですか」「自治会長の意義は？」など、自分たちで考えてきた質問を大人にぶつ

け、自分の意見や考えをもち、それを堂々と大人の前で発表したり、謝辞を述べ

たりできる姿をみて、大したものだと感心した。地域との連携の中で、こういっ

た経験を重ねていけば、将来につながる大きな力が育つと思う。 

  ・中学校の現在の実態として、「挨拶がよくできる」「自己肯定感」が高い生徒が

多いことはすばらしい。学校生活が充実している生徒が多い証である。 

  ・学校外へ出たとき、見通しを持ちにくい。この不透明な時代である現在、「目標

を立てて、振り返る」という学びのプロセスによって育まれる力は重要だと感じ

る。身近な地域の行事に参加するなど、地域との関わりをもつことで、安心して

社会や地域で自分の力を発揮できるようになるのではないか。 

  ・この地域の子どもたちは、のんびりした子が多く、「自分が自分が」と行動する

子は少ない。保護者の願いとしては、率先して行動に移せる子が増えるといいな

と思う。 

  ・川通中の子どもたちが挨拶がよくできている背景としては、小学校からの積み重

ねも大きいと感じるが、同じ小学校から違う中学校へ行った子どもたちは挨拶か

ら離れていく現状もあるのをみると、中学校での挨拶に対する指導による成果で

あると感じる。 

 

６ 諸連絡（今後の予定） 

  第２回 １１月１８日（水）１３：５０～１５：２０ 

  第３回  ２月１７日（火）１３：５０～１５：２０ 

 


